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伝統的な言語文化を継承・発展させる態度を育成する授業づくり 
―「竹取物語」の授業実践を通して― 
 
教科教育高度化分野（16220909）森 崇 彰 
 
本研究の目的は，古典の授業において，伝統的な言語文化を継承・発展させる態度を育
てるために，中学校の古典教育で目指すものを明らかにすることである。また，教師が古
典の他者性を意識し，内容を理解させる指導が学習者の伝統的な言語文化を継承・発展さ
せる態度を育てるために有効な手立てとなるのか検討した。その結果，学習者が古典のも
つ価値を学習者ごとに発見していたこと，古典作品の他者性を教師が意識することが，学
習者の思考を見取ることを助ける可能性があることが明らかになった。 
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１ 問題の所在と方法 
(1) 問題の所在及び研究の背景 
 文部科学省は 2017年 3月に中学校学習指導要
領(以下「新学習指導要領」)を公示した。新学習
指導要領の改訂にあたって，中央教育審議会答申
(2016)(以下「中教審答申」)では，国語科の伝統
文化に関する学習について，「我が国の言語文化に
親しみ，愛情をもって享受し，その担い手として
言語文化を継承・発展させる態度を小・中・高等
学校を通じて育成するため，伝統文化に関する学
習を重視することが必要である。」と述べている。 
しかし，中学校の古典指導は，音読や朗読など
の音声言語での活動が重視されてきたため，楽し
く学習に取り組んでいたとしても，伝統的な言語
文化を継承・発展させる態度を育てることが十分
にできているとは思われない。 
筆者は教職専門実習Ⅱにおいて，音読をする活
動を中心として単元を構成した(森2016)。この単
元での内容理解は，音読の表現の工夫を考えるた
めのものであった。この単元の中で，自分とは異
なるものの見方や考え方，価値観が，古典の中に
存在していることに気づく学習者が多く見られた。
しかし，その気づきを深める学習展開にすること
ができなかった。このことから，古典を楽しんで
学習することはできたが，古典の世界を十分に味
わうことができなかったと考えられる。また，学
習者の姿から，学習者は，古典作品の作者，物語
の登場人物を他者としてとらえ，他者理解をしよ
うとしていたのではないかと思われる。 
 そこで本研究では，古典の他者性を教師が意識
し，物語の内容を理解させる指導を行うことが，
伝統的な言語文化を継承・発展させる態度を育て
るために有効な手立てではないかと考え，授業と
して具現化することを試みた。 
(2) 研究の目的 
古典の授業において，伝統的な言語文化を継
承・発展させる態度を育てるために，中学校の古
典教育で目指すものを明らかにする。また，教師
が古典の他者性を意識し，内容を理解させる指導
を行うことが，学習者の伝統的な言語文化を継
承・発展させる態度を育てるために有効な手立て
となるのか検討を行う。 
(3) 研究の方法 
 本研究では，教職専門実習Ⅲで行った「竹取物
語」を単元とした第 1学年の実践での，学習者の
様子，ワークシートへの記述から，2 点について
分析・検討を行ったものである。1 点目は，学習
者が学習活動の中で古典の価値に気づき，実感す
ることができていたのかということである。2 点
目は，学習者にとって，他者として何が存在して
いたのかである。 
 
２ 先行研究の検討 
(1) 古典教育の目指すもの 
渡辺(2016)は，これからの古典教育の目指すも
のを「関係概念」としての古典観に基づいた，「古
典の内化」だとしている。 
「関係概念としての古典観」とは，古典の価値
が先験的にあるのではなく，学習者が主体となっ
て学習を行っていく中で，学習者と古典の関係の
中で価値が生まれる考え方である。 
「古典の内化」とは，学習者が主体的かつ創造
的に古典作品を読み，古典の価値を発見すること
である。このことから，単元構想では，学習者が
主体的に読むことができるような学習課題や言語
活動を設定することが求められているといえる。 
「主体的な読み」について，渡辺(2016)は「読
み手が既有知識を使って，文章材料に働きかけ，
まとまりのある解釈を再構成すること」と述べて
いる。また，「創造的な読み」については，「空所
を補充し，文脈を整え，意味を創造する読み」で
あると述べている。 
中学校の古文の学習では，文法や語句の意味，
品詞など古文を読むために必要な知識を詳細に学
習するのではなく，古典の世界に触れ，古典に対
し，関心を高めることが重要だと考えられる。そ
のため，現代語訳や解説文などを必要に応じて用
いて，学習者が創造的な読みを行えるようにつな
げてことが求められる。 
現代語訳や解説文を用いる場合，現代語訳や解
説文を書いた人の読みが含まれていることに注意
し，指導を行わなければならない。 
 (2) 古典のもつ価値 
渡辺(2016)は，古典のもつ価値として，「古文を
読むことの意義」を以下のように整理している。 
(ア) 文化の根を明らかにする意義 
 学習者は，古文を読むことによって，時間
の変化を意識し，古文に表れたものの見方・
考え方・感じ方を現在のそれと比較する。比
較をとおして，現在や過去のものの見方・考
え方・感じ方の成り立ちの根をとらえようと
する。ここに文化の根をとらえる古文教育の
可能性を見ることができる。 
(イ) 人間を発見する意義 
 古文は，そこに表現されたものごとを，時
間の流れにおいて考える姿勢を喚起する。古
文を読み，古文に表現された人間の生活と精
神を今日のそれと比較することによって，人
間の普遍的な心と，時代状況によって変わる
人間の心とをとらえることができる。 
(ウ) 現実認識を深める意義 
生徒の古文受容の実際を見ると，古文に表
れたものの見方や考え方を，ものごとをとら
える観点として生かしながら現実認識を深
めたり，逆にその見方や考え方を批判しなが
ら現実認識を深めたりする例が見出される。
古文を読むことが，現実認識を深めることに
つながるといえる。 
(エ) 豊かな言語使用に資する意義 
 古文のことばは，重層的な意味や情感を伝
えて，今日のことばを深みのあるものとして
生かす力がある。現在失われた生活と心の動
きを伝え，今日の生活とことばを見直させる。
古文の明瞭簡潔なことばと文体，繊細優美な
ことばと文体など，言語使用において今日な
お，学ぶべきことは多い。 
(オ) 読む楽しみをもたらす意義 
 古文を読むことによって，時代状況を生き
た人々の生活と精神を感得する。古文に生き
生きと描かれた，今日に異なる世界，豊かな
世界，美的世界は，読む者をひきつけ，心を
動かし，ときにうるおいを与える。読書の楽
しみは，古文も例外ではなく，ここに意義を
見出すこともできる。 
学習者がこれらの意義に気づくことは，「古典
の内化」につながるものと考えられる。そこで，
単元を構想する際にも，指導の目標として，上記
の「古文を読む意義」を関連させて考えることが
必要である。また，教師が教材分析を行う際に活
用し，古典を学ぶ意義として活用することができ
ると考えられる。 
 (3)主体的な読みを生み出す「他者」 
 高木(2001)は，学習者が主体であるためには，
「他者」の存在が必要不可欠であると述べている。
ここでの「他者」とは「パタンや規則を共有せず，
むしろそうした協働性を危うくする存在」とされ
ている。また，「他者」と対話することによって，
他者理解をすることに加え，自己の中に気付きが
生まれ，新たな意味や価値を創造することができ
るとしている。高木(2001)は，「主体的」であるこ
との関係について，以下のようにとらえている。 
   状況と「一定の距離」をとって，それを「対
象化」しえたとき，「主体」は「意識的」に目 
的と手段とを「選択」することが可能となる。 
そういう状態を「主体的」と呼称し，もし，
状況との距離が取れず，「直接的」である場合，
主体には「意識的」な「選択」は不可能で，
そういう状態を「主観的」と呼ぶ，と説明で
きる。 
高木(2001)は，さらに，他者の存在が別の選択 
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表 1．学習の展開 
の可能性を意識させそこに主体性が生まれると述
べている 
渡辺(2016)や高木(2001)の考えから，古典の学
習における主体的な読みとは，学習者が，文章と
の距離を意識しながら，古典作品の作者や物語の
登場人物を「他者」としてとらえ，既有知識を使
って，古典の価値を創造することができるといえ
る。この古典の価値を創造することが，伝統的な
言語文化を継承・発展させる態度を育てる可能性
があると考えられる。 
 
３ 実践と結果 
(1)授業実践概要 
 山形市内Ｙ中学校第1学年を対象に授業を実
践した。単元は「竹取物語」の「蓬莱の玉の枝」(全
4 時間)である。教材は『蓬莱の玉の枝―「竹取物
語」から』(光村図書)である。 
・教材について 
単元の教材である「竹取物語」は『源氏物語』
に「物語の出で来はじめの祖(おや)なる竹取の翁」
とあるように，日本最古の物語といわれる。9 世
紀後半から 10 世紀前半頃に成立したとされ，作
者は不詳。現在でも『かぐや姫』というタイトル
で，絵本・アニメ・映画など，様々な形において
広く知られている。また，CMでも使用されてい
る。そのため，「かぐや姫」の原作である「竹取物
語」は，学習者の興味・関心をもちやすい作品だ
と考えた。 
教科書には，物語の冒頭，蓬莱の玉の枝，かぐ
や姫の昇天，富士山の煙，が載せられている。古
文として，①冒頭，②くらもちの皇子が蓬莱山の
様子を語る部分，③富士山の煙の 3つが載せられ
ている。また，冒頭では，古文と現代語訳が上下
に分かれている。②と③については，古文の左脇
に現代語訳載せられている。その他の部分につい 
 
て要約する形で説明がされている。 
・単元設定 
今回の実践では，中学校学習指導要領国語科の
「読むこと」と「伝統的な言語文化に関する事項」 
をもとに，「『竹取物語』が現在まで読み継がれて 
きたことに関心をもち，物語のもつ価値について 
考え，自分のものの見方や考え方を広くすること 
ができる。」という目標を設定し，単元を構成した。 
学習の展開とそのねらいについては，表 1のと
おりである。 
(2)単元の展開 
・第 1時 
 「竹取物語」の冒頭にある古文を教材として扱
った。中学校国語科における古典学習の導入のた
め，音読を行い，小学校で行った学習を振り返り
ながら，興味を持たせ，おじいさんは竹を切った
のか，かぐや姫はどこにいたのか，など物語の内
容に関する質問することで，内容について関心を
向けさせたることをねらいとした。学習活動では，
文字文化についての理解を深める観点をもとに，
音読する活動を設定した。音読では，歴史的仮名
遣いや言葉のまとまりを意識して読ませた。 
学習者には，振り返りとして，音読するときに
意識してがんばった点，次に向けてがんばりたい
点を書かせた。 
・第 2，3時 
教科書にある説明を中心に，「蓬莱の玉の枝」
の場面について，内容理解を行った。学習活動で
は，全体で，a)題名になっている蓬莱の玉の枝と
はいったいどんなものか，b)誰が何のために必要
だったのか，c)登場人物である「くらもちの皇子」
は物語でどんなことをした人物なのか確認した。
その際，くらもちの皇子が，蓬莱山へ行き，蓬莱
の玉の枝をもってきたという架空の冒険談を話す
場面がある。この場面は，教科書では古文で載せ
られている。この冒険談を授業では嘘として扱っ
た。授業では，言葉の確認を行い，くらもちの皇
時間 学習活動 ねらい 学習形態 
1 「竹取物語」冒頭の音読(古文) 古典教材への興味・関心を持たせる 全体 
2 
3 
蓬莱の玉の枝の内容理解(要約文) 物語の内容理解する 全体 
くらもちの皇子が考えた嘘の工夫(古文) くらもちの皇子について考えさせる グループ 
4 かぐや姫の昇天(要約文)を読み比べ，学習者の読
みの視点を交流する 
「竹取物語」と「かぐや姫」の内容や表現の
特徴をとらえる 
全体 
なぜ「竹取物語」が読み継がれているのか考える 「竹取物語」の価値を考えさせる 個人 
子が嘘を信じさせるために工夫している点につい
て，個人で考えさせた上で，グループでの交流を
行った。交流によって，お互いの考えを聞き，く
らもちの皇子が工夫している点を共有し，内容理
解を深めることをねらいとした。 
授業のまとめとして，「くらもちの皇子」につ
いて感じたことや考えたことを書かせた。 
・第 4時 
かぐや姫の昇天について，教科書の説明を中心
に内容理解を行った。また，この場面は，現在も
書き換えられている「かぐや姫」の場面としても
有名であること，表現だけでなく，内容にも違い
が分かりやすくあるため，読み比べを行い，表現
の違いから，読み手の感じ方の違いを交流し，内
容や古典の表現の特徴をとらえることをねらいと
した。 
読み比べには，『よみきかせおはなし集ベスト
チョイス 日本のおはなし』(ポプラ社，2011)に
ある「かぐや姫」を使用した。この作品は，教科
書に載せられている場面と対応した場面があった
ため，読み比べすることができた点，対象年齢が
5 歳以上からとなっており，文章が読みやすく，
語句の理解による差が大きく出ないと考えたため，
この作品を採用した。授業では，教科書の「竹取
物語」を古典版，「かぐや姫」を現代版として扱っ
た。「竹取物語」と「かぐや姫」の内容の違いとし
て，全体で，①別れの場面では「かぐや姫」では
「帝」が登場しないということ，②「竹取物語」
で，かぐや姫が帝や竹取の翁に渡した「不死の薬」
や「かぐや姫が着ていた衣服」が「かぐや姫」で
は書かれていない，③物語の終わり方が異なって
いるという 3点について確認した。その後，内容
について，「どちらの方が好きか」と学習者に選ば
せ，その選んだ理由を交流させた。 
また，「竹取物語」の単元のまとめとして，な
ぜ「竹取物語」が現在も親しまれているのか，学
習者の考えを書かせた。 
(3)学習者の反応・記述 
①音読 
 音読を行ったとき，学習者は，かまないように
する，つっかからないように読むという意識をも
っていた。そこで，どんなことに気をつければよ
いのかと質問したところ，「何回も練習する」「繰
り返し読む」という答えが返ってきた。その後，
範読を行い，歴史的仮名遣いについて確認を行っ
たり，教師に続いて音読を行ったりして，全体で
言葉の確認を行った後，ペアを作り音読練習させ
た。学習者の中には，普段，使うことのない歴史
的仮名遣いを意識しながら，音読することに苦戦
している様子が見られた。しかし，繰り返し読ん
でいくうちに，つっかかることもなく読むことが
できるようになっていた。 
振り返りでも授業を行った2クラス 60人中 32
人の学習者が歴史的仮名遣いについて意識してが
んばったことや，今回意識したができなかったた
め，次にがんばりたいこととして記述していた。 
また，歴史的仮名遣い以外にも古文の表現であ
る「あり」や「ける」などの語尾の形や，冒頭に
ある「うつくし」や「あやし」などの，今とは言
葉は同じでも意味が異なる語句を意識していた。 
一方で「原文を読めてよかった。」，「すらすら
と音読することができた。」，「しっかりと音読でき
ていた。」という記述があり，学習者が達成感を感
じていることがわかる。しかし，この学習者が，
音読するために，何に気を付けていたのか教師が
読み取れない振り返りもあった。  
 他にも，次にがんばりたいこととして，「暗記が
できるようになった。」や「暗記ができるようにな
りたい。」というような暗記することについて書か
れていた。また，「『竹取物語』の伝えたいことを
意識して読んでいきたい。」「次は内容を意識しな
がら音読できるようになりたい。」という関心をも
っていると考えられる記述があり，学習者によっ
て興味・関心の向け方，広がり方が異なっていた。 
②くらもちの皇子に対する考え 
読み取りの活動について，構想では「信じ込ま
せるための嘘を見つけよう。」という嘘の工夫点に
ついて考えさせることを想定していた。そのため，
教材分析においても，話の中の登場人物や表現描
写の効果について読み取り，発問や学習者の反応
について考えていた。しかし，学習者の中には，
「どこが嘘か見つける」という学習者や全部が嘘
のため，部分から工夫を探すことができない学習
者が多いと感じた。そのため，くらもちの皇子の
話の巧みさについて共有し，くらもちの皇子につ
いて理解する交流ができないと感じたため，教師
が教材分析をしたことをもとに考えさせる授業と
なった。 
ワークシートには授業を行った学習者 52 人中
およそ半数の 25 人がくらもちの皇子の冒険談の
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原文の中から信じ込ませるために工夫したと思う
部分に線を引くだけで終わってしまっていた。こ
の要因は，授業が教師の読みという 1つの読み方
が，教師から学習者に押し付けるような学習とな
り，学習者の関心が広がらず，自分の考えを表現
できなかったことといえる。 
振り返りの記述について，複数のことを書いて
いる学習者もいたため分類した際，数が重複した
が，52人中くらもちの皇子の人物像について書い
ていた学習者が 35 人，冒険談の工夫ついて書い
ていた学習者 15 人，冒険談をもし自分が聞いた
らどう思うかについて書いていた学習者が 7 人，
無記入が 3人いた。学習活動では自分の考えを表
現できなかったが，振り返りでは，古文だけでは
なく，要約文も含めたため，無記入の数が少なく
なったと考えられる。 
③読み比べ 
 「かぐや姫の昇天」を扱い，学習者に，「竹取物
語」と「かぐや姫」の内容を読み比べ，どちらが
好きかを選ばせ，その選んだ理由を記述させた。 
結果は，2クラス 52人中 41人が，古典版とし
て扱った教科書の「竹取物語」の方が好きだと選
んだ。その選んだ理由について，学習者が記述し
た内容から着眼点を取り上げてまとめると表2の
結果となった。また，複数の着眼点をもって理由
をあげている学習者は，41人中 21人いた。 
また，学習者が選ぶとき，今まで学習した「竹
取物語」と学習者が記憶している「かぐや姫」を
もとに読み比べを行っていた。また，学習者の記
述から2つ以上の着眼点をもって理由を考えてい
る学習者が 41人中21人いた。学習者が実際に選
んだ理由について，一部の学習者の記述を抜粋し
たものが，表 3となる。 
一方で，現在知られている「かぐや姫」の方が
好きだと選んだ学習者が理由として挙げていた着
眼点は，今の私たちが使っている言葉遣いのため，
古典の文章を読むときよりも読みやすく，内容も
わかりやすい点，学習する前から知っている内容
であり，なじみがある点，この 2点の着眼点を全
員がもっていた。他にも「かぐや姫」を選んだ理
由を，表 4のように挙げていた。 
④「竹取物語」が現在も親しまれている理由 
 「竹取物語」が現在も親しまれている理由につ 
表 2．「竹取物語」が好きだと選んだ学習者の理由の着眼点 
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表 3．「竹取物語」を選んだ学習者の考え(1部抜粋) 
・読みにくい部分は多少あるけど，古典にしかない独特の
仮名遣いがいいなと思ったから。 
・帝や不死の薬など，人や物がでてきてより現実的でおも
しろいと思ったから，それに駿河や富士山など現実にあ
るものも登場していて話の中に入り込めるような感じ
がしたから。 
・現代版は手が加えられ，少し変わっているところがある
けれど，古典版は何も手が加えられていない“原作”であ
るからこちらの方に興味をひかれた。 
表 4．「かぐや姫」を選んだ学習者の理由(抜粋) 
・帝が出てくる別れ方よりおじいさんとおばあさんが出て
くる別れ方の方が物語の流れがいいと思うから。 
・古典版の終わり方だと，なんか中途半端だなと思った。
あきらめていない感があってすっきりしていない。現代
版だとかぐや姫が天人と一緒に去っていくところで終
わってるから。 
いてワークシートの記述には，(ⅰ)「竹取物語」 
が現在まで残されている点，(ⅱ)登場人物の思い 
に共感できる点(ⅲ)古典の表現や言葉が私たちの 
生活の中でもつかわれている点，(ⅳ)「竹取物語」 
の物語が面白い点という4つの点が述べられてい
た。それぞれ分類した学習者の人数は，学習者52
人中(ⅰ)が 25人，(ⅱ)が 7人，(ⅲ)が 15人，(ⅳ)
が 10人であった。一方で，16人が無記入で授業
時間では，自分の考えをまとめることができなか
った。 
以下に示すのは，学習者の記述である。 
・考え 1：古典を尊重すること 
日本は，昔の物や事を大事にすることが
多いから，それを簡単にして物語を作って
多くの人に親しんでもらうために，いろい
ろな物を作ったので，現代でもまだ残って
いるから。 
この学習者の考えから，日本人が古典を尊重し
ていることに気づいていることがわかる。この古
典を継承する方法として，言葉や話の内容を書き
換えて親しまれていると考えていることが読み取
れる。 
・考え 2：登場人物の気持ちをとらえる 
本当に起こる話ではないからこそ引き
込まれて，昔の時代の愛の形がいろいろな
時代と似ているところがあるから伝わっ
ていくのだと思う。 
この学習者は，「竹取物語」と「かぐや姫」の
どちらか好きな方を選ぶときにも，「かぐや姫や帝
などの登場人物の気持ち」や「かぐや姫の愛」と
いう言葉を使っていた。このことから，この学習
者は，「愛」という読む視点をもっていたことがわ
かる。また，学習者にとって，古典の物語の中に，
現在に通じるものがあると感じているということ
も記述から読み取れる。 
・考え 3：言葉に対する視点 
富士山が今も日本では有名なものとし
て残っているし，物語全体が昔ながらの奥
が深い親しみやすい物語だからだと思い
ます。 
この学習者は，「竹取物語」ができた時代から
現在まで「富士山」という名前が続いていること
に関心をもったことがわかる。「昔ながらの奥が深
い」という点について，全体交流で「5 人の貴公
子たちの話の終わり方が，言葉遊びで終わってい
たり富士山にも考え方によってはいろいろな意味
があったりしたから。」と話していたため，言葉に
よる感じ方の違いや，昔の人々の言葉の使い方に
おもしろさを感じていることがわかる。 
 
４ 考察 
 教育実践実習Ⅲでの学習者のワークシートの記
述から読み取れる学習者の思考を先行研究と合わ
せて考察する。 
 (1)古典の学習における観点の整理 
今回の実践では，①豊かな言語使用に資する観
点，②人間を発見する観点，③現実認識を深める
観点の3つの観点から学習者の学習活動を整理す
ることができる。 
豊かな言語使用に資する観点については，第 1
時に行った，音読の学習活動から考察することが
できる。音読では，歴史的仮名遣いや現在では使
わなくなった言葉，現在とは意味が異なる言葉が
存在しているということに気づくことができたと
考えられる。歴史的仮名遣いなどの古典の言葉は，
小学校の古典の学習でも触れている。そのため，
学習者は小学校で行った経験をもとに，歴史的仮
名遣いを意識することができていた。また，音読
するときに，古文特有のリズムを感じて音読する
ことや，言葉を意識しながら読むなどの言語文化
を感じる学習となったのも，小学校での学習をつ
なげたからだといえる。 
 人間を発見する観点，現実認識を深める観点は，
第 2 時，第 3 時で行った，「蓬莱の玉の枝」の場
面，第 4時で行った「かぐや姫の昇天」の場面を
考える学習活動から考察することができる。教科
書の内容を読み，登場人物の行動や心情を考える
学習活動をすることで，現在と変わらない，登場
人物のものの見方や考え方，価値観について，学
習者の経験や体験との比較ができたと考えられる。
また，登場人物について考える中で，古典に表れ
たものの見方や考え方についても同じように考え
られる。その中で，日本の社会や文化に対して，
考えが形成されていたといえる。 
 しかし，第 2時，第 3時では，教師が教材分析
の中で得た，読みの解釈を学習者に押し付ける側
面が強く出ていた。そのため，学習者の読みを深
めることはで難しく，人間を発見することや現実
認識を深める観点をもつことはできなかったと考
えられる。 
 第4時で行った読み比べの活動では，現在の「か
ぐや姫」の内容の感じ方と古典の「竹取物語」の
感じ方の違いについて同じ題材の話という基準が
作られ，考えさせることができたといえる。また，
学習者によって感じ方が異なることを交流するこ
とによって，自己認識を深め，人間の心の考え方
や認識について，新たな発見や気付きにつながっ
たと考えられる。 
(2)古典の内化 
渡辺(2016)が示している古典教育が目指す「古
典の内化」のため，①～③の観点を「竹取物語」
の価値発見として授業を行った。 
学習者が主体となった学習活動において「竹取
物語」がもつ価値について感じ，理解を深めてい
った。単元のまとめとして書かせた「竹取物語」
が現在も親しまれている理由の記述からも，学習
者が単元を通して感じた意義をもとに考えを深め
ていた。 
 学習者の記述には，「古典には価値がある」と感
じているものが見られた。また，「昔の人が現在ま
で大切にしてきたもの」という点に価値を見出し
ている学習者も見られた。こうした考え方や価値
観を尊重し，これからも継承していこうという態
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度につながる可能性があるととらえることができ
る。一方で，この考え方は，渡辺(2016)が指摘す
る古典に先験的に価値があると考えている「典型
概念」としての古典観と考えられる。このことか
ら，古典には価値があるから学習しているという
古典教材が主体となった考え方を学習者がもって
いると考えられる。 
本単元において，自分の考えを書く際に，無記
入の学習者が多かった理由として2点考えられる。
1 点目は，教師の読みを押し付けてしまったこと
である。2点目は，本単元が中学校 1年生を対象
とした古典授業の導入期にあたるため，学習者は，
歴史的仮名遣いや語句の意味の理解や物語の内容
理解に重点を置いていたと考えられる点である。
古典の価値について感じたり考えたりする余裕が
できなかったのではないかと考えられる。 
以上のことから，学習者に古典を内化させるこ
とはできると考えられる。しかし，その際には，
学習者の学習経験に配慮する必要がある。 
(3)古典学習における「他者」 
単元をとおして「竹取物語」は「他者」として
2つの要素が存在していたと考えられる。 
1 点目は，歴史的仮名遣いや言葉の意味などの
現在と言葉の規則が異なる存在としての「他者」
となりえることである。第1時での学習者の反応
から，音読により声に出して古文を読んだことに
よって，我が国の言語文化が時代に合わせて変化
していることに気づき，現代の言葉遣いと比較さ
せることによって理解が深まっていると考えられ
る。 
2 点目は，物語の登場人物である。古文におけ
る物語の登場人物は，学習者たちにとって生活様
式やものの見方や考え方，感じ方が異なる存在で
ある。そこで，登場人物について考える学習活動
を行うことによって，物語の内容理解や古文に描
かれた時代について理解を行うことができると考
えられる。古典作品の登場人物について理解する
ことは，我が国の文化を理解することにもつなが
る。また，歴史的な理解も必要になる場面がある
ため，社会との学習の関連を行うことでより理解
が深まると考えられる。 
これらの要素と古文を読む意義から，古典作品
は，伝統的な言語文化を理解し，現代の社会や言
葉遣いへの理解を深める「他者」として存在して
いるとらえることができる。授業の中で他者理解
を行うことで，学習者に伝統的な言語文化に対す
る興味・関心をもたせ，継承・発展させる態度に
つながっていく可能性がうまれると考えられる。 
また，授業の中で，学習者によって感じ方や考
え方が異なる場面が多く存在している。考え方が
異なる学習者を「他者」としてとらえることによ
って学習者ごとに新たな気づきが生まれ，古典の
価値を発見する可能性があることも考慮する。  
授業実践の第 2時では，嘘の工夫点について理
由を書けない学習者もいた。しかし，文章に線を
引くことはできていたため，嘘に対して考えを持
っていたと考えられる。その考えを記述できなか
ったのは，授業の多くの時間を教師の読みを中心
にしてしまったことだと考えられる。教師の読み
も他者として存在しているが，1 つの読みの解釈
だけを教え込む授業では，高木(2001)の指摘する
主観的な授業となってしまい，学習者の読みは深
まらず，主体的な活動になっていなかったと考え
られる。 
 
５ 到達点と課題 
 (1)到達点 
本研究では，伝統的な言語文化を継承・発展さ
せる態度，「古典の内化」を目指し，古典がもつ価
値を学習者に発見させることを目標に「竹取物語」
の授業を実践した。行った授業実践での授業記録
とワークシートへの記述から，①学習者が学習活
動を通して，古典のもつ価値を発見することがで
きたのか，②学習者主体となるためにどこに「他
者」は存在していたのか，という 2点について考
察を行った。その結果，以下の 2点が明らかとな
った。 
第 1に，学習者が古典のもつ価値を発見するこ
とができるということである。学習活動を通して，
既有知識を活用しながら，物語の内容を理解しよ
うとしていたことがわかった。さらに，学習者は，
内容を理解しようとするとき，言葉のまとまりを
作り，文章の意味を自分自身でわかるように解釈
を作っていたことが明らかになった。意味の解釈
を作ることで，人間について発見したり，現実認
識を深めたりしているといえる。学習者が古典の
価値を発見したことにより，学習者が古典教材に
対し，関心を高めることができたと考えられる。
また，古典学習で，古典の価値を発見することは，
伝統的な言語文化を継承・発展させる態度を育て
ることにつながると考えられる。このことから，
渡辺(2016)の考えは支持されたといえる。しかし，
単元のまとめでの，「竹取物語」が現在も親しまれ
ている理由について，無記入の学習者が多かった
ことから，全員が古典の価値をとらえ，発見する
までにはいたらなかった。原因として 2点考えら
れる。1 点目は，今回の単元が，中学校での古典
の導入であったため，古典の価値について考える
余裕がなかったこと。2 点目は，古典の価値につ
いて，教師やほかの学習者から教えられたり聞い
たりしたが，学習者自身にとって，実感のこもっ
た理解につながらなかったことである。 
以上のことから，学習者が，古典の価値を発見
するためには，学習者の学習経験に配慮する必要
があることがわかった。 
第 2に，他者が学習者の思考を教師が見取るこ
とを助ける可能性が示唆された。歴史的仮名遣い
や現在とは意味の異なる語句，物語の登場人物，
情景描写など他者のとらえ方によって，学習者の
気づきや，古典の価値の創造を筆者が読み取るこ
とができた。また，教師が古典作品の他者をとら
え，内容を理解させる指導を行ったことにより，
学習者が，何を学習活動で意識するのか明確にし，
学習者の気づきや古典の価値を発見させることに
つなげることができたと考えた。また，学習者が
古典という他者に対し，自分の考えをもち，内容
理解を深めながら，古典の価値を創造していたこ
とから主体的な学習となっていたと考えられる。 
他者によって，学習者の主体的な学習を分析す
ることができたことから，高木(2001)の考えは支
持されたといえる。また，他者の存在は，学習者
の思考の分析だけではなく，単元構成や学習評価
においても活用することができると考えられる。 
 (2)課題 
 課題は 2点ある。1点目は，「関係概念」として
の古典観に関する課題である。中学校 3年間を通
して，同じように価値を考えさせるのではなく，
学年ごとの学習段階に合わせた古典の価値の発見，
学習者の思考を深める単元を構成していくことが
求められる。今後，実践を重ね，検討すべき点で
ある。 
 第 2に，教材分析で行われた教師の読みをどの
ように扱うかということである。単元を構成する
とき，必ず教材分析を行った教師の読みがうまれ
る。実践の第2時，第3時での学習者の様子から，
教師の読みを考えさせる活動では，学習者の思考
が深まらず，古典の価値を発見できなかった。教
師の読みを他者として存在させ，学習者の思考を
深めさせることが教師に求められるといえる。 
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